「固定資産現所有者申告書」の手引き

１ 現に所有している者（現所有者）について 
（１）固定資産税は、賦課期日（１月１日）現在、登記簿又は土地・家屋補充課税台帳に登記又は登録されている方に課税することになっています。 
（２）賦課期日前に台帳上の所有者が死亡している場合には、賦課期日現在においてその土地又は家屋を現に所有している方が固定資産税の納税義務者となります。個人の場合、主として相続人がこれに該当します。 
（３）共有で相続した場合や遺産分割が完了していない場合は、所有者が複数になりますので、代表者を選んでいただきます。（遺産分割が完了するまでは当該固定資産は相続人全員の共有となり、その固定資産税は相続人全員が連帯して納税義務を負うことになります。） 
（４）「固定資産現所有者申告書」により、納税義務者を変更いたしますので、相続人全員の記入をお願いいたします。

  ※ 「固定資産現所有者申告書」で変更するのは、納税義務者のみになりますので、登記名義人は変更されません。遺産分割協議が終了しましたら、すみやかに相続登記をしていただきますようお願いいたします。相続登記をされますと、新たに登記簿に登載された所有者の方が納税義務者となります。 
※  また、未登記家屋の所有者変更については、別途「固定資産（未登記家屋）所有者変更届」の提出が必要となります。 
２ 提出書類について 

「固定資産現所有者申告書」の提出の際には、次の書類を添付してください。
1 被相続人の死亡が記載された戸籍謄本の写し
2 遺産分割協議書が作成されている場合 ・・・遺産分割協議書の写し  
3 遺言がある場合 ・・・遺言書の写し 
4 相続権を放棄している場合・・・裁判所が発行した相続放棄の申述を受　　　理したことを証する写し 
※なお、現在、遺産分割について協議中の場合は、被相続人の死亡が記載された戸籍謄本の写しと申告書のみの提出となります。
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